
●環境マネジメント体制
　ミネベアグループでは、「ミネベアグループ環境方針」
を実践するために、取締役会、社長執行役員をトップとし
た、環境マネジメント体制を構築しています。全体の推進
組織として役員を中心とした環境マネジメント委員会と実
務者によるグループ環境対策委員会を設置し、環境政策
について迅速に対応できる体制としています。また、各事
業所に事業所環境管理総括責任者と環境管理責任者を配
し、部門ごとに具体的な環境保全活動を推進しています。

●環境監査
　ミネベアグループでは、世界中の主要拠点において
ISO14001認証の取得を推進しています。2011年度は、
米子工場および第一精密産業中国工場において新たに
認証を取得しました。この認証を維持するために、第三
者機関による外部監査と、社内監査員による内部監査を
それぞれ年1回行っています。
　また、内部監査実施のために、外部監査員資格を持つ
従業員やベテランの内部監査員が講師となり、内部監査
員の養成研修を毎年実施しています。

●基本的な考え方と取り組み
　ミネベアグループでは、一人ひとりの環境意識を高め
るため、新入社員、中途採用社員全員を対象に環境マネ
ジメント基礎教育を実施しています。また、一般環境教育
として、ミネベアグループ環境方針や目的・目標、実施計

　ミネベアグループでは、環境マネジメントシステムを
構築し、グループ全社にて環境保全に努めています。
　これまで当社グループでは環境保全活動の取り組み
方針として、「ミネベアの環境ビジョン」を制定し、取り組
んできましたが、2012年度の内容改定に合わせて、「ミ
ネベアグループ環境方針」に名称を改めました。また、新
たに「国際社会への貢献」の方針を設け、当社グループ
が自ら開発した環境保護技術を公開することや、当社グ
ループの事業活動が生物多様性に影響を与える可能性
を認識し、自然界の保護に努めることを加えました。

　「ミネベアグループ環境方針」に対する具体的な取り
組みとして、エネルギー効率の高い設備、プロセスを採
用し、CO2を主とする温室効果ガス排出量の削減を進め
ていきます。また、原材料、水などの資源を保護するため
に、工場からの廃棄物、排水が最小限となるよう、取り組
みを強化しています。同時に、高効率モーター、高効率照
明、高効率エネルギー変換デバイス、およびそれらのエ
ネルギーマネジメントのキーとなる制御技術やセン
サー、新素材の開発などにも積極的に取り組み、環境に
配慮した製品を供給していきます。

ミネベアグループは、経営の基本である「五つの心得」に従って、環境に配慮した事業活動を行い、
地球環境保護および人類の持続的な発展に貢献します。

1993年 8月26日制定
2012 年 6月　1日改定

❺ 国際社会への貢献
自ら開発した環境保護技術は、これを広く社外に公開する
ことにより、国際社会の環境保護活動に貢献します。また、
グループの事業活動が自然界の生態系や生物多様性に影
響を与える可能性を認識し、自然界の保護に努めます。

❷ 生産時の環境配慮
「歩留まりの向上とスクラップの削減」、「使用するエネル
ギー量の削減」、「３R（リデュース、リユース、リサイクル）
による廃棄物の削減」、「汚染の予防」等、環境に配慮した
生産活動を行い、かつ継続的な改善に努めます。

❶ 環境に配慮した製品の開発・設計
「環境・健康・安全にとって有害な物質を含まない製品」、
「エネルギー消費の少ない製品」、「高信頼性かつ長寿命の
製品」をお客様に提供することを目指し、原材料・部品・副資
材の選定にはじまり、製品の使用から廃棄に至る全ての過
程で環境負荷の少ない製品の開発・設計に取組みます。

❹ 国・地方自治体・周辺地域への環境配慮
グループの事業所が立地する国、地方自治体の環境に関
する法令、規則を遵守すると共に、地域社会の環境保護活
動に協力することにより社会に貢献します。

❸ 調達・物流時の環境配慮
「有害な物質を含まない原材料・部品および副資材の調達」、
「CO2排出量削減を含め環境負荷の少ない物流手段の選
択」等により、調達と物流を環境に配慮したものとします。

❻ グループ従業員の環境保護意識の高揚
この環境方針をグループ全体に周知し、従業員一人ひとり
が積極的に環境保護活動に取り組みます。

画などの教育を全従業員を対象に実施しています。
　このほかにもISO14001内部監査員教育や、廃棄物管
理教育、災害などの緊急事態を想定した訓練などを実施
しています。

●グループ環境新聞「ハロー環境！」の発行
　ミネベアグループでは毎月の決められた教育テーマ
に沿って、従業員が容易に読みやすく、学ぶことができ
る環境新聞「ハロー環境！」を発行し、環境教材として従
業員に配布しています。
　記事の内容はグループ内の環境活動だけでなく、日
常生活にかかわる情報
も掲載しています。
2000年1月に浜松工場
単独の環境新聞として
第1号を発行してから、
現在のグループ環境新
聞2012年3月号まで、
通算142号を発行しま
した。

　ミネベアグループは、環境保全対策へのコストとその
投資効果を認識するため、環境省が発行する「環境会計
ガイドライン2005年版」を参考に、環境会計の集計を行
っています。当社グループの2011年度の環境保全コスト
の総額は3,941百万円で、2010年度と同規模の取り組
みを実施しました。
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▶2007年度～2011年度の環境保全コストの推移

グループ環境新聞
「ハロー環境！」

内部監査の様子（米子工場）
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用し、CO2を主とする温室効果ガス排出量の削減を進め
ていきます。また、原材料、水などの資源を保護するため
に、工場からの廃棄物、排水が最小限となるよう、取り組
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サー、新素材の開発などにも積極的に取り組み、環境に
配慮した製品を供給していきます。
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による廃棄物の削減」、「汚染の予防」等、環境に配慮した
生産活動を行い、かつ継続的な改善に努めます。
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材の選定にはじまり、製品の使用から廃棄に至る全ての過
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に沿って、従業員が容易に読みやすく、学ぶことができ
る環境新聞「ハロー環境！」を発行し、環境教材として従
業員に配布しています。
　記事の内容はグループ内の環境活動だけでなく、日
常生活にかかわる情報
も掲載しています。
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単独の環境新聞として
第1号を発行してから、
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　ミネベアグループは、環境保全対策へのコストとその
投資効果を認識するため、環境省が発行する「環境会計
ガイドライン2005年版」を参考に、環境会計の集計を行
っています。当社グループの2011年度の環境保全コスト
の総額は3,941百万円で、2010年度と同規模の取り組
みを実施しました。
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化学物質

　ミネベアグループでは、世界規模での課題となってい
る地球温暖化問題と、その影響によるエネルギー価格の
上昇や異常気象の発生などが、事業活動の継続にも大き
な影響を与えると考えています。
　当社グループでは、地球温暖化問題に取り組むため、
各事業所で積極的に省エネルギー対策を進めてきてお
り、それぞれの代表的な対策を終えています。一方で、地
球温暖化対策を全社的な活動へとステップアップするた
めに、2010年1月に「省エネ推進部会」を発足させまし
た。省エネ推進部会には全事業部より委員が選出され、こ
れまでの活動で培ってきた知識、技術や省エネルギー対
策の成功事例を共有しています。こうした事業部の知恵
を横展開することで、地球温暖化防止に向け、グループ全
体で取り組みを強化しています。

　2011年度のミネベアグループ全体の総CO2排出量
は、505,012トンで、2010年度と比較して0.6%減少しま
した。一方、生産高原単位によりCO2排出量をとらえた
場合は、2.01トン／百万円で、2010年度より6.3％の増
加となりました。この原因は、東日本大震災やタイでの洪
水被害等により、2010年度に比べて生産性に悪影響を
及ぼしたためと考えます。
　また、2011年度はグループ全体の物流におけるCO2
排出量の把握に取り組みました。国内拠点で月ごとに把
握するとともに、海外拠点においては航空、船舶物流に
ついてのCO2排出量を把握することができました。

●東日本大震災後の電力不足への対応（日本）
　2011年3月11日に発生した東日本大震災の影響によ
り、東日本地域での電力不足が深刻な課題となりまし
た。これに対応するため、ミネベアグループでは東京電
力株式会社管内に所在する藤沢、松井田、大森の各工
場、東京本部、営業所などにおいて積極的に節電に取り
組みました。
　以下にその一例を紹介します。

　

　ミネベアグループでは、2010年度を基準として、
2015年度までにCO2排出量を生産高原単位で毎年
1%、合計5％削減する計画です。また、2012年度目標と
して、グループ全体の物流におけるCO2排出量を定期的
に報告できるよう、システム等の仕組みを整備していき
ます。
　2030年、2050年といった将来の長期的な展望として
は、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）や各国の政
策などを注視し、地球温暖化防止の取り組みを進めてい
きます。

地球温暖化防止の取り組み環境マネジメント
環 境 報 告

ミネベアの環境負荷

基本的な考え方 事業所における取り組み

2011年度の取り組み結果

緑のカーテンによる節電の取り組み（藤沢工場）

　ミネベアグループでは、2012年度に改定した「ミネベ
アグループ環境方針」に「国際社会への貢献」を加え、グ
ループの事業活動が自然界の生態系や生物多様性に影響
を与える可能性を認識し、自然界の保護に努めることを
表明しました。具体的な取り組みとして、まず始めに当社
グループと生物多様性とのかかわりを調査し、事業活動に
おける影響を把握することが重要と考えています。その
後、当社グループとしての活動方針を検討する予定です。

　ミネベアグループは、世界18カ国に製造、販売拠点を

有し、主力のベアリングをはじめとする機械加工品、回転
機器、電子機器など、多様な製品を生産、販売しています。
　環境負荷を売上高の生産地域別比率から見た場合、当
社グループは日本を除くアジア地域で約8割を消費、ある
いは排出していると推計されます。
　2011年度は、当社グループの最大生産拠点であるタ
イで、洪水による被害を受けました。タイにある全5工場
のうち2工場で浸水被害が発生したことにより、長期にわ
たる生産の停止や減産を余儀なくされました。それに伴
い、当社グループ全体での環境へのアウトプット量も全体
的に減少しました。
　2011年度の当社グループの環境負荷は以下のとお
りです。

鋼材 71,400㌧
樹脂  6,800㌧

アウトプット製品の開発・製造

再生利用 46,778㌧
埋立 4,061㌧

PRTR物質排出量 24.59㌧
PRTR物質移動量 2.09㌧

排水量 916,000㎥
COD 102㌧
BOD 28㌧
SS 23㌧
n-ヘキサン抽出物質 2㌧

CO2※2 505,012㌧
NOx※3 1,469㌧
SOx※4 1,619㌧
ばいじん※5 111㌧
（注）NOx、SOx、ばいじんは電力由来分を含みます。

CO2 61,846㌧
（注）日本国内物流および海外の航空、船舶物流

総エネルギー 8,854TJ
電力 863,582MWh
LPG 409㌧
天然ガス  2,277,000㎥
都市ガス 749,000㎥
油 2,435,000ℓ

PRTR物質取扱量※1 36.34㌧
工業油 5,950,000ℓ
溶剤・洗浄剤 1,600,000ℓ

上水 2,867,000㎥
工業用水  25,000㎥
地下水  613,000㎥
雨水  465,000㎥
湧水  22,000㎥

原材料・部品

社内で再利用 2,934㌧
社外に排出 51,821㌧

廃棄物等

社内で再利用 801,000㎥
社外に排出

化学物質

製品輸送

排水
エネルギー

水

製
品
の
開
発・製
造

※1　PRTR物質 ： PRTR法（化学物質排出把握管理促進法／日本国内法）により排出量・移動量を把握し、届け出ることを定められた化学物質
※2　CO2 ： 二酸化炭素
※3　NOx ： 窒素酸化物
※4　SOx ： 硫黄酸化物
※5　ばいじん ： 燃焼、加熱および化学反応などにより発生する排出ガス中に含まれる粒子状物質

大気放出

インプット

▶インプット・アウトプット（2011年度実績）

❶ 昼の生産を夜間にシフト

❷ 照明の間引き

❸ 昼の電力ピーク時のエアコンの停止、消灯

❹ 事務所内の業務エリアを集中し、エアコン使用エリアを縮小

❺ ポロシャツなど涼しい作業服の着用

❻ 植物による窓辺の緑のカーテン

今後の目標・課題
▶ＣＯ2排出量推移（総量＆原単位）
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※製品輸送における排出量は含まれていません




